





























































韓国の陳昌沫氏の報告テーマは 「韓国における 日本大衆文化の開放」であった。氏は， 日本文化
の開放に対する韓国国内の賛否論争を紹介した後，文化開放の効果，日本文化開放の政治的な意味
を順次，論じた。日本大衆文化の開放問題は日韓の貿易不均衡，過去の歴史の清算問題などと共に
日韓関係の主要な政治争点であった。氏は日韓が自国の被害意識のみを強調することの問題点を指
摘し，とくに歴史教科書問題については両国の政策的な対応が早急に必要であることを力説した。
市川孝一氏のコメントは戦後日本の外来大衆文化の受容に関するものであった。氏によれば，戦
後の日本はアメリカの大衆文化を急速に受け入れ，その変化は戦前の「鬼畜米英jからアメリカ崇
拝とまで称されるほど急激なものであった。ところが，ここで注目すべき点は，日本がもっている
外来文化を「日本的なもの」にたくみに作り変える能力である。さらに，氏は日本人のアジア大衆
文化の消費が徐々に拡大して行く現象を近年，日本でも放映された韓国の「冬のソナタ」という番
組を取り上げて説明した。
朴順愛氏は最近の韓国の若者の聞に急速に進んでいる日本の大衆文化の受容はアニメーションと
漫画などを媒介するものであることを指摘した。日韓両国の聞の歴史問題は両国が建設的に未来構
築していくためには打破しなければならない。しかし，歴史問題が政治問題として利用されるよう
な現状では，政治的な解決を急くやよりは両国の若者の交流の活性化に期待をかけるべきであると言
及した。
(文責孫安石)
115 
